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ひ
と
よ
し
で
輝
く
人

青
井
阿
蘇
神
社
の
例
大
祭
「
お
く
ん
ち

祭
」
の
前
夜
祭
が
あ
る
10
月
８
日
を

皮
切
り
に
、
12
月
15
日
ま
で
人
吉
球
磨
地
方

の
神
社
で
奉
納
さ
れ
る
球
磨
神
楽
。
今
年
３

月
に
は
国
の
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定

さ
れ
た
。
6
月
か
ら
球
磨
神
楽
を
始
め
、
お

く
ん
ち
祭
で
奉
納
し
た
の
が
齊
藤
さ
ん
だ
。

　

齊
藤
さ
ん
の
職
業
は
自
衛
官
。
今
年
２
月

に
長
崎
県
大
村
市
か
ら
転
勤
で
人
吉
に
や
っ

て
き
た
。
両
親
は
球
磨
郡
出
身
、
自
身
も
人

吉
生
ま
れ
だ
が
、育
っ
た
の
は
ず
っ
と
県
外
。

「
人
吉
は
里
帰
り
で
よ
く
来
て
い
ま
し
た
が
、

住
む
の
は
初
め
て
。
球
磨
神
楽
の
こ
と
も
知

り
ま
せ
ん
で
し
た
」。

　

も
と
も
と
日
本
の
伝
統
文
化
に
興
味
が

あ
っ
た
齊
藤
さ
ん
は
、
広
報
ひ
と
よ
し
４
月

号
の
特
集
を
読
ん
で
球
磨
神
楽
の
存
在
を
知

り
、
す
ぐ
に
神
楽
教
室
に
通
い
始
め
る
。
教

室
に
や
っ
て
く
る
の
は
ほ
と
ん
ど
が
小
学

生
。
練
習
で
は
か
わ
い
ら
し
い〝
先
輩
た
ち
〞

が
お
手
本
だ
。「
週
に
一
回
の
練
習
で
は
覚

え
き
れ
な
い
」
と
、
家
で
も
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
見
て

練
習
を
重
ね
る
。

　

８
月
に
あ
っ
た
青
井
阿
蘇
神
社
の
夏な

ご
し越

祭

が
初
舞
台
。
子
ど
も
た
ち
に
交
じ
っ
て
必
死

に
舞
っ
た
。
お
く
ん
ち
祭
で
の
奉
納
は
３
回

目
の
舞
台
と
あ
っ
て
、「
少
し
は
慣
れ
て
き

た
の
で
、
堂
々
と
で
き
た
か
な
」。

　

球
磨
神
楽
の
全
17
演
目
の
う
ち
、
齊
藤
さ

ん
が
舞
え
る
の
は
３
つ
ほ
ど
。「
転
勤
が
あ

る
の
で
何
年
人
吉
に
い
ら
れ
る
か
分
か
ら
な

い
け
ど
、
一
番
で
も
多
く
覚
え
、
伝
え
て
い

け
た
ら
」。
第
二
の
ふ
る
さ
と
で
あ
る
人
吉

球
磨
の
伝
統
文
化
を
受
け
継
ぐ
一
人
と
し

て
、狩か
り
ぎ
ぬ衣

に
烏え

ぼ

し
帽
子
姿
も
板
に
付
い
て
き
た
。

初参加のおくんち祭で
球磨神楽を奉納した

齊藤 彩 さん（鬼木町）
さいとう　あや
昭和58年12月15日生まれ。A型。自衛官
だった父の仕事の関係で、生後半年間を
沖縄県で、その後を長崎県で過ごす。高
校卒業後は、巫女（みこ）として神社に
勤めるが、父の姿に憧れ自衛官に。長崎
県の大村航空基地を経て、今年２月から
自衛隊熊本地方協力本部人吉地域事務所
に勤務。「人吉は自然が豊かで癒やされる」
とのことで、今後はキャンプやラフティ
ングにも挑戦したいとか。

10月８日に球磨神楽を奉納した齊藤さん

人吉からＧ空間の可能性を考える

市内の事業者や市民をはじめ、全国から行政関係者や研究者が集まっ
たシンポジウム（上）／「人吉から日本の元気・成長が始まる」と題し
て行われたパネルディスカッション（下右）／田中市長による「人吉宣言」
で幕を閉じた（下左）

　

市
は
、
将
来
が
期
待
さ
れ
る
科
学
技
術

の
一
つ
地
理
空
間
情
報
（
Ｇジ

ー

空
間
情
報
）

を
活
用
し
た
社
会
の
可
能
性
を
考
え
る
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
、
全
国
に
先
駆
け
て
10
月

７
日
に
カ
ル
チ
ャ
ー
パ
レ
ス
で
開
催
し
ま
し

た
。
地
理
空
間
情
報
と
は
、
経
済
活
動
や

市
民
活
動
、
自
然
現
象
な
ど
の
位
置
や
場

所
に
関
連
づ
け
ら
れ
た
情
報
の
こ
と
で
す
。

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
大
学
教
授
ら
専

門
家
の
基
調
講
演
の
後
、
田
中
市
長
も
交

え
て
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
開

催
。
人
吉
が
抱
え
る
課
題
に
対
し
、
地
理

空
間
情
報
と
Ｉア

イ
シ
ー
テ
ィ
ー

Ｃ
Ｔ
（
情
報
通
信
技
術
）

を
ど
の
よ
う
に
活
用
で
き
る
か
、
有
害
鳥

獣
対
策
や
防
災
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で

意
見
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、最
後
に
行
わ
れ
た
「
人
吉
宣
言
」

で
は
、
田
中
市
長
が
、
産
学
官
の
連
携
で

Ｇ
空
間
情
報
と
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
を
進
め
て

て
い
く
こ
と
を
宣
言
し
ま
し
た
。
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国
宝 

青
井
阿
蘇
神
社
の
例

大
祭「
お
く
ん
ち
祭
」

が
10
月
３
日
〜
11
日
に
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

メ
ー
ン
行
事
の
神
幸
行
列
が

あ
っ
た
９
日
は
台
風
が
心
配
さ
れ

ま
し
た
が
、
前
日
の
雨
が
う
そ
の

よ
う
な
〝
く
ん
ち
晴
れ
〞。
沿
道

は
多
く
の
家
族
連
れ
で
に
ぎ
わ
い

ま
し
た
。

　

今
年
は
、
球
磨
神
楽
が
国
の
重

要
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ

れ
、
神
幸
行
列
が
市
内
を
巡
る
よ

う
に
な
っ
て
百
年
、
さ
ら
に
国
宝

に
指
定
さ
れ
て
い
る
本
殿
、
楼
門

な
ど
の
建
物
す
べ
て
が
完
成
し
て

四
百
年
と
い
う
節
目
の
年
。
記
念

す
べ
き
祭
り
と
な
り
ま
し
た
。 

１．伝統文化を担う子どもたちが球磨神楽を奉納
２．かわいらしい稚児行列も暑い中がんばりました
３．子どもの健やかな成長を願う「赤ちゃん土俵入り」。　
　　赤ちゃん力士の勇姿をみんな笑顔で見守りました
４．怖い顔の獅子が近づくと、子どもたちは泣き叫んだり　
　　逃げ回ったり。おくんち祭りの変わらぬ光景です
５．「鶴田町ひょっとこ楽笑会」のユーモラスな踊りが沿　
　　道の笑いを誘います
６．締め込み姿の男たちが、みこしを揺らしながら練り歩　
　　く様子は大迫力 ！
７．今年は全国から応募があった人吉キャンペーンレディ。
　　巫

み こ

女姿で神幸行列に参加しました
８．かっこいいストリートダンス！　祭りにはたくさんの　
　　子どもたちが参加しました

1
2

3

4

5
6

7

8

題字：東 宥佳（人吉高校書道部）

5 HITOYOSHI　2013.11.01 4広報ひとよし　11月号



「
家
族
の
時
間
づ
く
り
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
は
、
地
域

独
自
の
休
日
を
設
定
し
て
大
人
と

子
ど
も
が
一
緒
に
休
み
、
地
域
ぐ

る
み
で
家
族
の
時
間
を
つ
く
り
出

す
取
り
組
み
。
昨
年
に
続
い
て
２

回
目
の
実
施
で
す
。

　

市
内
の
全
小
・
中
学
校
で
は
10

月
９
日
を
学
校
休
業
日
と
し
、
12

日
〜
14
日
の
３
連
休
と
組
み
合
わ

せ
て
飛
び
石
連
休
を
設
定
。
ま
た
、

今
年
は
厚
生
労
働
省
と
人
吉
市
が

連
携
し
、「
10
月
９
日
は
大
人
も
有

給
休
暇
を
取
得
し
、
家
族
で
お
く

ん
ち
祭
に
参
加
し
よ
う
」
と
市
内

の
事
業
所
に
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
期
間
中
は
、
既

存
の
講
座
を
利
用
し
た
も
の
や
独

自
に
設
け
た
も
の
な
ど
親
子
で
楽

し
め
る
体
験
教
室
や
、
施
設
の
無

料
開
放
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
を
用

意
。
イ
ベ
ン
ト
に
は
約
３
６
０
人

が
参
加
し
、
た
く
さ
ん
の
家
族
が

絆
を
深
め
ま
し
た
。

　大人と子どもが一緒に休んで家族で過ごす時間をつくり出す「家族の時間づくりプロジェクト」。人
吉市では、今年も 10月にこのプロジェクトに取り組みました。

 

家族の時間づくりプロジェクト

➊10月９日が学校休業日になったことで、
昨年からおくんち祭に参加する第三中の生
徒。そろいの法被でワッショイ！
➋中原コミセンの折り紙教室。この日は、
回して遊べるこまなどを作りました
➌人吉クラフトパーク石野公園では、陶芸
や木工、革小物など親子工芸教室を開催
➍人吉梅園の梅まつりでおなじみの第三中
生徒による梅娘。おくんち祭でも優雅な舞
を披露しました
➎人吉鉄道観光案内人会による「SL人吉」
親子教室。間近で見る SLは大迫力！
➏中原コミセンのキッズエアロダンス。音
楽に合わせてワンツー、ワンツー♪
➐人吉城跡で行われた「人吉城ぐるっと探
検隊！」。子どもたちは学芸員の説明を聞
きながら城跡を探検・散策し、子ども文化
財博士を目指してクイズに挑戦しました

　

県
内
で
も
有
数
の
歴
史
と
規
模
を
誇
る

美
術
展
「
人
吉
球
磨
総
合
美
展
」
が
、
10

月
19
日
か
ら
24
日
ま
で
ス
ポ
ー
ツ
パ
レ
ス

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
は
第
60
回
の

記
念
展
と
あ
っ
て
市
内
外
か
ら
昨
年
を
上

回
る
３
５
８
点
の
応
募
が
あ
り
、
ど
れ
も

力
作
ぞ
ろ
い
。

　

人
吉
球
磨
総
合
美
展
大
賞
に
輝
い
た

の
は
、「
自
然
に
親
し
み
、
自
然
を
理

解
し
て
い
る
人
な
ら
で
は
の
作
品
」
と

評
さ
れ
た
豊
永
美
和
子
さ
ん
の
写
真

「
幽ゆ

う
げ
ん
こ
ぼ
く

幻
枯
木
」。
会
員
と
会
友
が
選
考
対
象

の
60
回
記
念
展
賞
に
は
、
倉
橋
完
治
さ
ん

の
絵
画
「
原
点
（
人
間
回
帰
）」
が
選
ば

れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
年
は「
60
年
の
歩
み
展
」と
題
し

て
、
過
去
の
新
聞
記
事
、
写
真
な
ど
の
展
示

や
、
同
美
術
展
の
功
労
者
で
あ
る
画
家
の
宮

崎
精
一
さ
ん
と
陶
芸
家
の
村
山
一い

っ
こ壺

さ
ん

の
作
品
展
示
な
ど
も
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

【熊日賞】　牧
ぼ く す い

水のうた二首
増
そ う づ

津　百合子 [書道 ]／鬼木町

【人吉美術協会賞】　レクイエム -Ⅰ
汐月　順子 [絵画 ]／瓦屋町

【人吉市教育委員会賞】　盛皿　水面の春
鳥越　和香子 [工芸 ]／熊本市

【人吉球磨総合美展大賞】　幽
ゆ う げ ん こ ぼ く

幻枯木
豊永　美和子 [写真 ]／多良木町

【60回記念展賞】　原点（人間回帰）
倉橋　完治 [絵画 ]／願成寺町

人吉球磨総合美展大賞
豊永 美和子さん

第 60回記念

人吉球磨
総合美展
HITOYOSHI　KUMA　EXHIBITION

「目に留まったものや感動したも
のを思い出に残そうと、シャッ
ターを切っています。この作品を
撮影したのは霧島で、いつも元気
をもらえる私の癒やしスポット。
これからも自分なりの素直な表現
ができるように努力したいです」
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防災行政無線整備事業（消防費）　　　　
　　　　　　　　  5億5,560万円
　緊急情報を一斉に知らせる同
報系無線と災害現場で使用する
移動系無線を整備し、災害発生
時にいち早く正確な情報を伝え
る手段が整いました。

歳　　

入

　

歳
入
で
は
、
地
方
交
付
税
や
地
方

債
な
ど
が
前
年
度
よ
り
増
加
し
、
市

税
や
県
支
出
金
な
ど
が
減
少
し
ま
し

た
。

　

地
方
債
は
、
防
災
行
政
無
線
整
備

事
業
な
ど
に
伴
い
、
前
年
度
に
比
べ

約
49
㌫
（
約
４
億
７
２
６
０
万
円
）

増
え
て
い
ま
す
。

　

市
税
は
、
固
定
資
産
税
が
大
幅
な

減
収
と
な
っ
た
た
め
、
前
年
度
に
比

べ
約
２
㌫
（
約
７
１
５
０
万
円
）
減

少
し
ま
し
た
。

　

地
方
交
付
税
は
、
特
別
交
付
税
が

増
え
た
こ
と
な
ど
で
、
前
年
度
に
比

べ
約
０
・
３
㌫
（
約
１
６
８
０
万
円
）

増
加
し
ま
し
た
。

　

人
吉
市
の
自
主
財
源
（
市
税
や
使

自 主 財 源　市町村が自ら確保できる財源。財政  
                         の安定性を示す一つの尺度
依 存 財 源　国や県の意思決定に基づいて配分され
　　　　　　  る財源
市 税　市民税・固定資産税・軽自動車税など、  
                        市民や事業所から納められる税金
地方交付税　行政サービスをどの自治体で受けても  
                        同水準になるように、国が自治体の財 
                         政状況に応じて配分するお金
国庫支出金　特定の事業を行うため国から交付され  
                         るお金
市 債　公共事業などの財源として借り入れる 
                        お金
県 支 出 金　特定の事業を行うため県から交付され   
                         るお金

民 生 費　子どもや高齢者などの福祉サービスに使
　　　　　　　うお金
衛 生 費　健康診断やごみ処理などに使うお金
総 務 費　庁舎の維持管理、税の徴収、選挙など、
　　　　　　  市の全般的な運営管理に使うお金
公 債 費　市の借金（市債）を返済するお金
教 育 費　小・中学校の管理運営や生涯学習な
　　　　　　  どに使うお金
消 防 費　消防組合への負担金や消防団の運営
　　　　　　  など、防災活動に使うお金 
土 木 費　道路や橋、河川、公営住宅などの整    
                         備や維持管理に使うお金
農林水産業費　農業・林業の振興のために使うお金
商 工 費　商工業や観光の振興のために使うお金

 　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　

人吉市の財政事情

156億

市税（23.4％）市税（23.4％）
36億5,972万36億5,972万
　　　　　3千円　　　　　3千円

その他その他
【使用料など】【使用料など】
　　　　（11.5％）（11.5％）

地方交付税（32.0％）地方交付税（32.0％）
50億292万5千円50億292万5千円

国庫支出金国庫支出金
（13.5％）（13.5％）
21億935万21億935万
　　　 4千円　　　 4千円

県支出金（6.8％）県支出金（6.8％）
10億6,555万10億6,555万
　　　　1千円　　　　1千円

市債（9.2％）市債（9.2％）
14億3,879万2千円14億3,879万2千円

その他その他【交付金など】【交付金など】（3.6％）（3.6％）
5億5,824万5千円5億5,824万5千円

4,179万6千円

歳 入歳 入

自
主

財

源

34

依

存

財

源

％

65.1 ％

151億
1,478万9千円

歳 出歳 出
民生費（38.9％）民生費（38.9％）
58億8,379万58億8,379万
　　　　　9千円　　　　　9千円教育費（8.1％）教育費（8.1％）

12億1,818万12億1,818万
　　　　　8千円　　　　　8千円

衛生費（11.9％）衛生費（11.9％）
17億9,602万17億9,602万
　　　　　9千円　　　　　9千円

総務費（10.9％）総務費（10.9％）
16億5,106万16億5,106万
                   7千円                   7千円

公債費（9.5％）公債費（9.5％）
14億3,782万14億3,782万
　　　　3千円　　　　3千円

消防費（7.0％）消防費（7.0％）
10億4,986万10億4,986万
　　　　　3千円　　　　　3千円

土木費（6.2％）土木費（6.2％）
9億4,174万4千円9億4,174万4千円

農林水産業費（2.8％）農林水産業費（2.8％）
4億1,548万7千円4億1,548万7千円

商工費（2.7％）商工費（2.7％）4億1,404万8千円4億1,404万8千円

その他その他【労働費・議会費など】【労働費・議会費など】（2.0％）（2.0％）3億674万1千円3億674万1千円

18億720万18億720万
　　     6千円　　     6千円

9
・

人吉市の平成24年度の決算がまとまりました。どのくらいのお金を収入し、どのように使ったのか、
普通会計を中心に報告します。また、この決算をもとに作成した市の財政状況を併せて説明します。
平成24年度決算については、市議会の決算特別委員会で審議され、認定されることになります。

用語説明➋

住宅リフォーム促進事業補助金（土木費）　
　　　　　　　　　　　　　　980万円
　市内の登録施行業者を利用し
た住宅のリフォーム費用の一部
を補助することで、安全・安心
で快適な居住環境の整備を促進
することができました。

小・中学校天井扇設置工事（教育費）　　
　　　　　　　　　　 　　7,110万円
　空調設備の効率化のため、
市内全小・中学校の教室に天
井扇（シーリングファン）を
設置し、冷暖房効果を高める
ことで省エネを図りました。

平成 24 年度の
主な事業

              主にこのような事業に　　　
　                           お金を使いました。

平成24年度

普通会計
決算状況

　

平
成
24
年
度
普
通
会
計
歳
入
額

は
１
５
６
億
４
１
７
９
万
６
千

円
で
、
前
年
度
と
比
較
し
て

１
億
１
１
３
８
万
６
千
円
の
増
。
歳

出
額
は
１
５
１
億
１
４
７
８
万
９
千

円
で
、
前
年
度
よ
り
２
１
５
６
万
円

の
増
と
な
り
ま
し
た
。
歳
入
歳
出
差

し
引
き
額
は
５
億
２
７
０
０
万
７
千

円
の
プ
ラ
ス
で
、
前
年
度
に
比
べ

８
９
８
２
万
６
千
円
の
増
と
な
り
ま

し
た
。

　

人
吉
市
の
平
成
24
年
度
普
通
会
計

の
歳
入
・
歳
出
の
状
況
を
見
て
み
ま

し
ょ
う
。

用
料
、
手
数
料
な
ど
人
吉
市
が
自
主

的
に
確
保
で
き
る
財
源
）
は
歳
入
全

体
の
約
35
㌫
し
か
な
く
、
依
然
と
し

て
国
か
ら
の
地
方
交
付
税
な
ど
の
依

存
財
源
に
頼
っ
て
い
る
状
況
で
す
。

歳　
　

出

　

歳
出
で
は
、
前
年
度
に
比
べ
衛
生

費
、
消
防
費
な
ど
が
増
加
し
、
労
働

費
、
農
林
水
産
業
費
、
教
育
費
な
ど

が
減
少
し
ま
し
た
。

　

衛
生
費
は
、
検
診
業
務
の
委
託
料

や
指
定
ご
み
袋
販
売
委
託
料
が
増
え

た
た
め
、前
年
度
に
比
べ
約
５
㌫（
約

８
０
８
０
万
円
）
増
加
。

　

消
防
費
は
、
防
災
行
政
無
線
整

備
事
業
な
ど
で
前
年
度
に
比
べ
約

１
０
６
㌫（
約
５
億
４
０
５
０
万
円
）

増
加
し
ま
し
た
。

　

労
働
費
は
、
緊
急
雇
用
創
出
事
業

な
ど
国
の
経
済
対
策
に
伴
う
補
助
事

業
が
終
了
し
た
こ
と
で
、
前
年
度
に

比
べ
約
56
㌫
（
約
９
３
９
０
万
円
）

減
少
。

　

農
林
水
産
業
費
は
、
緑
の
産
業
再

生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
促
進
事
業
の
終
了

で
、
前
年
度
に
比
べ
約
17
㌫
（
約

８
６
１
０
万
円
）
減
少
し
ま
し
た
。

　

教
育
費
は
、
小
学
校
校
舎
耐
震

補
強
等
事
業
が
終
了
し
た
こ
と

で
、
前
年
度
に
比
べ
約
12
㌫
（
約

１
億
６
０
２
０
万
円
）
減
少
し
ま
し

た
。

用語説明➊

特 集
特 集 人吉市の財政事情
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健
全
化
判
断
比
率
で
見
る

人
吉
の
財
政
状
況

　

健
全
化
判
断
比
率
と
は
、
地
方

自
治
体
の
財
政
状
況
が
ど
の
水
準

に
あ
る
か
を
示
す
も
の
で
す
。
➊

実
質
赤
字
比
率
、
➋
連
結
実
質
赤

字
比
率
、
➌
実
質
公
債
費
比
率
、

➍
将
来
負
担
比
率
の
４
つ
が
あ

り
、
数
値
が
低
い
ほ
ど
財
政
状
況

が
し
っ
か
り
し
た
状
態
で
あ
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　

逆
に
こ
れ
ら
が
「
早
期
健
全
化

基
準
」
と
よ
ば
れ
る
黄
信
号
ラ
イ

ン
を
上
回
る
と
、「
財
政
状
態
が

健
全
で
は
な
い
」
と
判
断
さ
れ
、

健
全
化
に
向
け
た
計
画
の
作
成
な

ど
が
義
務
づ
け
ら
れ
ま
す
。

❶
実
質
赤
字
比
率
・
❷
連
結

実
質
赤
字
比
率

　

実
質
赤
字
比
率
は
一
般
会
計
な

ど
の
赤
字
の
程
度
を
表
す
も
の
で

す
。
ま
た
、
連
結
実
質
赤
字
比
率

は
一
般
会
計
な
ど
に
、
特
別
会
計

と
公
営
企
業
会
計
を
加
え
た
市
全

体
の
赤
字
の
程
度
を
表
す
も
の
で

す
。
こ
の
２
つ
は
赤
字
が
あ
る
と

き
に
し
か
数
値
が
出
ま
せ
ん
。
も

し
こ
の
２
つ
の
比
率
が
表
れ
た
場

合
は
、
深
刻
な
財
政
状
況
と
い
え

ま
す
。

　

人
吉
市
の
平
成
24
年
度
決
算
は

全
会
計
と
も
赤
字
額
が
あ
り
ま
せ

ん
。
そ
の
た
め
両
比
率
と
も
数
値

が
算
出
さ
れ
ず
、
問
題
の
な
い
財

政
状
況
で
し
た
。

❸
実
質
公
債
費
比
率

　

実
質
公
債
費
比
率
は
、
借
入
金

の
返
済
額
な
ど
が
財
政
規
模
に
対

し
て
ど
れ
く
ら
い
か
を
表
し
た
も

の
で
す
。

　

人
吉
市
は
8
・
1
㌫
で
黄
信
号

ラ
イ
ン
を
大
き
く
下
回
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
平
成
23
年
度
よ
り
１
・

２
減
少
し
、
健
全
な
状
況
と
言
え

ま
す
。

■人吉市の資金不足比率（単位：％）

会　　計　　名 比率 経営健全化基準

水道事業特別会計 －

20.0
公共下水道事業特別会計 －

工業用地造成事業特別会計 －

国民宿舎特別会計 －
※表の中の「‒」は資金不足がないことを表します。

※表の中の「‒」は実質赤字および連結実質赤字がないことを表します。
（　）内は平成23年度決算に基づく数値を記載しています

■人吉市の健全化判断比率（単位：％）　 　黄信号のライン　赤信号のライン

区　　分
健全化
判断比率

前年度
との比較

早期健全化
基準

財政再生
基準

①実質赤字比率 － － 13.52 20.00
②連結実質赤字比率 － － 18.52 30.00

③実質公債費比率
8.1
（9.3）

△ 1.2 25.0 35.0

④将来負担比率
39.9
（43.3）

△ 3.5 350.0

資
金
不
足
比
率
で
見
る　

人
吉
の
財
政
状
況

　

資
金
不
足
比
率
は
、
上
水
道
事

業
な
ど
の
公
営
企
業
の
資
金
不
足

が
あ
る
場
合
、
そ
の
不
足
額
が
事

業
規
模
に
対
し
て
ど
れ
く
ら
い
か

を
表
し
た
も
の
で
、
不
足
額
が
な

い
場
合
算
出
さ
れ
ま
せ
ん
。
こ
の

比
率
が
高
く
な
る
ほ
ど
公
営
企
業

の
経
営
状
態
に
問
題
が
あ
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　

人
吉
市
に
は
４
つ
の
公
営
企
業

が
あ
り
ま
す
が
、
す
べ
て
資
金
不

足
額
は
な
い
た
め
数
値
は
算
出
さ

れ
て
い
ま
せ
ん
。

人
吉
市
の
財
政
状
況
は　

お
お
む
ね
健
全

　

以
上
の
結
果
か
ら
、
平
成
24
年

度
決
算
か
ら
見
た
人
吉
市
の
財
政

状
況
は
、
お
お
む
ね
健
全
な
状
態

と
い
え
ま
す
。
し
か
し
こ
の
結
果

に
安
心
す
る
こ
と
な
く
、
今
後
も

財
政
状
況
が
悪
化
し
な
い
よ
う
に

注
意
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。

※
人
吉
市
の
詳
し
い
財
政
状
況
に

つ
い
て
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
市

企
画
財
政
課
で
ご
覧
に
な
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

問
合
せ 

市
企
画
財
政
課
財
政
係

（
☎
㉒
２
１
１
１
内
線
２
１
３
１
）

財政の健全性
　地方自治体の財政状況が正常でしっかりした状態であるかどうかを確認するためのモノサシとして「健全
化判断比率」と「資金不足比率」があります。最後に、人吉市の平成24年度決算に基づく健全化判断比率
と資金不足比率を見てみましょう。

❹
将
来
負
担
比
率

　

将
来
負
担
比
率
は
、
借
入
金
の

返
済
額
な
ど
、
市
が
将
来
支
払
う

負
債
が
財
政
規
模
に
対
し
て
ど
れ

く
ら
い
か
を
表
す
も
の
で
す
。
こ

の
数
値
は
、
単
純
に
現
状
を
計
る

の
で
は
な
く
、
将
来
を
見
据
え
た

財
政
運
営
の
指
針
と
し
て
と
ら
え

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

人
吉
市
は
39
・
9
㌫
で
平
23
年

度
よ
り
3
・
5
減
少
し
て
い
ま

す
。
こ
の
数
値
も
黄
信
号
ラ
イ
ン

を
大
き
く
下
回
り
、
健
全
な
状
態

と
言
え
ま
す
。
し
か
し
、
今
後
借

入
金
に
頼
っ
た
事
業
を
拡
大
さ
せ

る
と
、
こ
の
比
率
を
悪
化
さ
せ
る

こ
と
に
な
る
の
で
注
意
が
必
要
で

す
。

市ホームページ　http://www.city.hitoyoshi.lg.jp/

ひとよし家の家計簿
～もしも、人吉市が月収３０万円の家庭だったら～

収　入
給料（市税） ７万200円

パート収入（使用料など） １万700円

親からの援助（地方交付税、補助金など）16万7,500円

銀行からの借り入れ（市債） ２万7,600円

預金の引き出し（基金繰入金） 6,800円

繰越（前年度からの繰越金） 8,400円

雑収入（諸収入、寄付金など） 8,800円

合　計 30万円

支　出
食費（人件費） ４万9,900円

医療費（扶助費） ７万3,000円

借金返済（公債費） ２万7,600円

子どもへの仕送り（繰出金） ３万3,300円

公共料金・生活用品など（物件費）２万9,500円

友達への援助（補助費等・貸付金など）４万5,500円

家の修繕・改築など（投資的経費など）２万9,800円

預金（積立金） 1,400円

合　計 29万円

ひ
と
よ
し
家
の
家
計
は

　
　
　
　
　

親
だ
の
み
！

　

ひ
と
よ
し
家
の
月
収
30
万
円
の

う
ち
、
給
料
・
パ
ー
ト
収
入
な

ど
自
分
で
稼
い
で
き
た
も
の
は
、

10
万
円
（
収
入
の
３
分
の
１
）
に

も
届
き
ま
せ
ん
。
収
入
の
６
割
以

上
を
、
親
か
ら
の
援
助
や
借
金
に

頼
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
状
況
は
、

長
年
変
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　

支
出
額
29
万
円
の
う
ち
、
生
活

す
る
た
め
に
必
ず
必
要
と
な
る
食

費
・
医
療
費
・
借
金
返
済
な
ど
（
＝

義
務
的
経
費
）
は
、
支
出
額
の
50

㌫
以
上
を
占
め
て
い
ま
す
。
こ
の

割
合
が
多
く
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
、

家
庭
で
自
由
に
使
え
る
お
金
が
少

な
く
な
り
ま
す
。
借
金
返
済
額
は

２
万
７
６
０
０
円
で
支
出
額
の
約

10
㌫
と
な
り
、
今
の
と
こ
ろ
低
い

水
準
に
あ
る
と
言
え
ま
す
。

　

ひ
と
よ
し
家
は
働
く
人
の
数
が

減
り
高
齢
化
が
進
ん
で
い
る
た

め
、
給
料
（
＝
市
税
）
の
収
入
は

減
り
、
医
療
費
（
＝
扶
助
費
）
の

負
担
は
年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
こ
れ
ま
で
食
費
（
＝
人

件
費
）
や
家
の
修
繕
（
＝
公
共
工

事
）
な
ど
の
経
費
を
抑
え
な
が
ら

や
り
く
り
し
て
き
ま
し
た
。

　

ひ
と
よ
し
家
の
み
ん
な
が
健
康

で
笑
顔
で
暮
ら
す
た
め
に
、
今
後

も
そ
う
い
っ
た
努
力
を
続
け
て
い

き
ま
す
。

　平成24年度の人吉市の財政状況を分かりやすくお伝えするため、月収が30万円の「ひとよし家」の一月
の家計簿に置き換えてみました。（決算額を30万円に置き換えて計算しています）

食費（17.2％）食費（17.2％）

子どもへの仕送り子どもへの仕送り
（11.5％）（11.5％）

借金返済借金返済
（9.5％）（9.5％）

友達への援助友達への援助
（15.7％）（15.7％）

医療費（25.2％）医療費（25.2％）

家の修繕・改築など家の修繕・改築など
（10.3％）（10.3％）

預金（0.5％）預金（0.5％）

公共料金・生活用品など公共料金・生活用品など
（10.1％）（10.1％）

給料（23.4％）給料（23.4％）

パート収入（3.6％）パート収入（3.6％）

繰越（2.8％）繰越（2.8％）
預金の引き出し預金の引き出し
（2.2％）（2.2％）

銀行からの借り入れ銀行からの借り入れ
（9.2％）（9.2％）

親からの援助（55.9％）親からの援助（55.9％）

雑収入（2.9％）雑収入（2.9％）

特 集 人吉市の財政事情
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夫婦寄り添い、一緒に歩んだ 50年

平成 25年度  人吉市金婚夫婦表彰人吉市金婚夫婦表彰

人
吉
市
の
金
婚
夫
婦
表
彰
式
が
、
９
月
27
日

に
ア
ン
ジ
ェ
リ
ー
ク
平
安
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
今
年
金
婚
を
迎
え
ら
れ
た
の
は
、
昭
和
38

年
に
ご
結
婚
さ
れ
た
67
組
の
ご
夫
婦
で
す
。

　

式
に
は
55
組
が
出
席
し
、
田
中
市
長
が
一
組

一
組
に
表
彰
状
を
授
与
。
出
席
者
を
代
表
し
、

温
泉
町
の
川
野
惟い
せ
い精

さ
ん
、
加
奈
子
さ
ん
ご
夫

婦
が
「
今
日
を
迎
え
ら
れ
た
の
は
健
康
で
あ
っ

た
か
ら
こ
そ
。
こ
れ
か
ら
も
地
域
の
皆
さ
ん
と

仲
良
く
し
、
夫
婦
支
え
合
い
な
が
ら
健
康
で
長

生
き
し
た
い
」
と
お
礼
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

表
彰
式
の
前
後
に
は
一
組
ご
と
に
記
念
撮
影
も

行
わ
れ
、皆
さ
ん
笑
顔
で
写
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
９
月
12
日
に
は
熊
本
日
日
新
聞
社
金

婚
夫
婦
表
彰
伝
達
式
が
市
役
所
で
あ
り
、
同
じ

く
川
野
さ
ん
ご
夫
婦
が
代
表
し
て
表
彰
を
受
け

ら
れ
ま
し
た
。

　

今
年
金
婚
を
迎
え
ら
れ
た
ご
夫
婦
の
お
名
前

を
掲
載
し
、
お
祝
い
を
申
し
あ
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
・
届
出
順
）

山や
ま
ぐ
ち口　

英ひ

で

お郎
・
テ
ル
ミ
（
下
原
田
瓜
生
田
）

川か

わ

の野　

明
あ
き
ら

・
ケ
イ
子
（
下
林
）

井い
の
う
え上　

義よ
し

治は
る

・
カ
ツ
ヨ
（
西
間
上
）

松ま
つ
し
た下　

俊
し
ゅ
ん
い
ち

一
・
サ
ツ
子
（
西
間
下
）

春は

る

き木　

末す

え

お雄
・
清き

よ

え枝
（
鬼
木
）

愛あ
い
こ
う甲　

宏
ひ
ろ
し

・
ク
ニ
子
（
東
間
下
）

中な

か

た田　

富と

み

お男
・
美み

す

ず鈴
（
井
ノ
口
）

福ふ
く
し
ま島　

眞し

ん

や也
・
節せ

つ

こ子
（
下
原
田
荒
毛
）

佐さ

っ

さ々　

正ま
さ
よ
し義

・
タ
ミ
エ
（
下
林
）

早は

や

た田　

喜き

い

ち一
・
信の

ぶ

こ子
（
鬼
木
）

千ち

は

ら原　

久
ひ
さ
し

・
康や

す

こ子
（
願
成
寺
）

緒お

が

た方　

宰さ

い

ち智
・
キ
ヌ
エ
（
東
間
上
）

中な
か
む
ら村　

忍
し
の
ぶ

・
ミ
ユ
キ
（
鶴
田
）

赤あ
か
い
け池　

鉄て

つ

お男
・
千ち

よ

こ

代
子
（
赤
池
水
無
）

蓑み

の

も毛　

英え
い

一い
ち
ろ
う郎

・
淑と

し

こ子
（
瓦
屋
）

園そ

の

だ田　

幸ゆ
き
ひ
ろ弘

・
重し

げ

こ子
（
北
泉
田
）

東ひ
が
し

　
　

義よ
し
の
り則

・
京き

ょ
う
こ子

（
下
漆
田
）

吉よ

し

だ田　

達た
つ

敬の
り

・
フ
ユ
子
（
合
ノ
原
）

大お
お
つ
ぼ坪　

定さ
だ
す
け助

・
文ふ

み

よ代
（
下
青
井
）

川か

わ

の野　

惟い

せ

い精
・
加か

な

こ

奈
子
（
温
泉
）

宮み
や
ぞ
の園　

正ま

さ

ち

よ

千
代
・
キ
ミ
コ
（
鬼
木
）

中な
か
た
け武　

善よ
し
の
り德

・
京き

ょ
う
こ子

（
願
成
寺
）

下し
も　

　

保
た
も
つ

・
セ
ツ
コ
（
上
田
代
）

川か
わ

﨑さ
き　

繁し

げ

き喜
・
文ふ

み

こ子
（
上
林
）

吉よ
し
と
み富　

重し
げ
ゆ
き行

・
サ
ヨ
コ
（
下
城
本
）

次つ
ぎ
や
ま山　

和か

ず

お夫
・
郁い

く

よ代
（
下
林
）

豊と
よ
な
が永　

徳と
く
の
り則

・
チ
エ
子
（
下
原
田
荒
毛
）

告つ

げ

せ瀬　

逸い

つ

お男
・
カ
ツ
子
（
下
戸
越
）

上う
え
む
ら村　

信の
ぶ

敏と
し

・
美み

の

ぶ信
（
上
漆
田
）

岡お
か　

　

直な
お
い
ち一

・
好よ

し

こ子
（
下
新
）

犬い
ぬ

童ど
う　

繁
し
げ
し

・
尚な

お

こ子
（
南
）

谷た
に
や
ま山　

文ふ

み

お雄
・
カ
ツ
代
（
下
薩
摩
瀬
）

宮み
や
わ
き脇　

三さ
ぶ
ろ
う郎

・
貞さ

だ

こ子
（
瓦
屋
）

源げ

じ

ま島　

駒こ

ま

お男　

洋よ

う

こ子
（
南
泉
田
）

秋あ
き
う
ち内　

隆
た
か
し

・
ス
エ
子
（
願
成
寺
）

柳や

な

せ瀨　

明あ
き
は
る治

・
ハ
ナ
子
（
下
原
田
荒
毛
）

安あ

た

き宅　

省し
ょ
う
ご吾

・
久ひ

さ

こ子
（
中
神
段
）

溝み
ぞ
ぐ
ち口　

正ま
さ
の
り德

・
乙い

つ

の乃
（
下
戸
越
）

に

し

だ田

数か

ず

お男
・
累る

い

こ子
（
赤
池
水
無
）

井い

ふ

く福　

一か

ず

と人
・
己み

つ

こ

津
子
（
原
城
）

内な
い
と
う藤　

一か

ず

ほ歩
・
チ
ユ
キ
（
西
間
下
）

立た
て
い
し石　

晃こ
う
い
ち一

・
文ふ

み

こ子
（
中
林
）

福ふ

く

や屋　

民た

み

お夫
・
陽よ

う

こ子
（
西
間
上
）

甲か

い斐　

壽ひ

さ

お夫
・
美み

ち

こ

智
子
（
瓦
屋
）

小お

が

わ川　

明あ
き
の
り則

・
公き

み

こ子
（
願
成
寺
）

椎し

い

ば葉　

一か
ず

久ひ
さ

・
そ

よ

こ

世
子
（
相
良
）

み
の
だ田　

治じ

ひ

ち七
・
カ
ズ
ヨ
（
下
薩
摩
瀬
）

堂ど
う
さ
か坂　

勍け

い

じ司
・
泰き

ょ
う
こ子

（
鬼
木
）

葉は

や

ま山　

曻
の
ぼ
る

・
紗さ

惠え

こ子
（
西
間
上
）

山や
ま
お
き沖　

重し
げ
と
し年

・
一か

ず

え枝
（
大
畑
）

内う
ち
ぬ
の布　

昭
あ
き
ら

・
イ
ツ
子
（
願
成
寺
）

吉よ
し
も
り森　

則の

り

と人
・
信の

ぶ

こ子
（
大
畑
）

原は
ら
ぐ
ち口　

吉よ
し
ろ
う郎

・
幸さ

ち

え恵
（
中
青
井
）

立た
て
や
ま山　

勝か
つ
の
り德

・
重し

げ

こ子
（
上
林
）

幸こ

う

の野　

龍
り
ゅ
う
い
ち

一
・
宮み

や

こ子
（
鬼
木
）

山や
ま
も
と本　

勝か

つ

み美
・
節せ

つ

こ子
（
中
神
段
）

豊と
よ
な
が永　

俊と
し
ろ
う郎

・
順よ

り

こ子
（
中
神
段
）

中な
か
が
み神　

和か
ず
ひ
こ彦

・
昭あ

き

こ子
（
中
神
段
）

才さ

い

お尾　

弘こ
う

太た

ろ

う郎
・
イ
ト
エ
（
中
神
大
柿
）

村む
ら
か
み上　

毅
た
け
し

・
ハ
マ
子
（
西
大
塚
）

宮み

や

た田　

三み

つ

お男
・
セ
ツ
子
（
南
泉
田
）

中な
か
し
ま島　

博ひ
ろ
ゆ
き之

・
淳じ

ゅ
ん
こ子

（
中
青
井
）

池い

け

だ田　

榮え
い

助す
け

・
利と

し

こ子
（
下
城
本
）

長な

が

い井　

清き

よ

き喜
・
敬け

い

こ子
（
願
成
寺
）

犬い
ん

童ど
う　

健け
ん
い
ち一

・
セ
ツ
子
（
下
新
）

白し
ら
い
し石　

一か

ず

お夫
・
惠け

い

こ子
（
下
林
）

井い
の
う
え上　

正ま
さ
あ
き明

・
カ
ズ
子
（
南
泉
田
）

元気！ 100歳

名　前 性別 年　齢 住　所 名　前 性別 年　齢 住　所 名　前 性別 年　齢 住　所
髙津　シヅノ 女 104 歳 願成寺 本村　ミヨ子 女 101 歳 城 本 増 田 　 桐 女 99歳 大 工
前 田　ハナ 女 104 歳 下 林 田　オスエ 女 101 歳 上田代 楢木　シマノ 女 99歳 下原田瓜生田
田山　オワサ 女 103 歳 瓦 屋 坂 口　ユリ 女 101 歳 寺 鶴 下 　スキ 女 99歳 鹿 目
茂田　ヨシ子 女 103 歳 大畑麓 平川　ヨ子 女 101 歳 大畑麓 田端　シカ 女 99歳 西間下
牛嶋　シヅエ 女 103 歳 紺 屋 永 田　ナセ 女 100 歳 上永野 永山　ミサオ 女 99歳 蟹 作
永山　サダノ 女 102 歳 下永野 植田　マツ子 女 100 歳 願成寺 淺香　ミツコ 女 99歳 寺
池 畑 　 操 女 102 歳 下城本 川元　アヤ子 女 100 歳 上田代 樋口　カツエ 女 99歳 麓
牛塚　ハツエ 女 102 歳 瓦 屋 肥　オチク 女 100 歳 鬼 木 東 　 文 子 女 99歳 中 林
内布　カルコ 女 101 歳 下原田上野 段村　スミコ 女 100 歳 宝 来 村　九州男 男 99歳 南泉田
遠山　キクモ 女 101 歳 願成寺 永田　チヱ 女 99歳 宝 来 絹 傘　房江 女 99歳 七 地

■人吉市内の100歳以上の皆さん

「
１
０
０
歳
に
な
る
な
ん
て
考

え
た
こ
と
も
な
か
っ
た
」

と
笑
う
増
田
さ
ん
は
、
お
し
ゃ
べ
り

を
す
る
の
が
大
好
き
。「
好
き
な
と

き
に
お
し
ゃ
べ
り
し
て
、
冗
談
ば
っ

か
り
言
っ
て
い
ま
す
」
と
長
生
き
の

秘
訣
を
話
し
ま
す
。

　

体
を
動
か
す
こ
と
が
大
好
き
だ
と

い
う
増
田
さ
ん
。
若
い
こ
ろ
は
バ
ド

ミ
ン
ト
ン
な
ど
で
汗
を
流
し
、
社
交

ダ
ン
ス
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。
最

近
は
控
え
て
い
ま
す
が
、
２
〜
3
年

前
ま
で
は「
ふ
る
さ
と
歴
史
の
広
場
」

を
散
歩
を
す
る
の
が
何
よ
り
も
楽
し

み
だ
っ
た
そ
う
で
す
。元
気
の
源
は
、

そ
こ
に
あ
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
「
家
族
や
友
だ
ち
と
一
緒
に
い
る

こ
と
が
、
一
番
幸
せ
で
す
」
と
笑
顔

を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

増
ますだ

田　桐
きり

 さん
（大工町・大正２年11月25日生・99歳）

（敬称略。年齢は平成25年10月25日現在。今年度末100歳到達者含む）

永
ながた

田　チヱ さん
（宝来町・大正２年11月９日生・99歳）

「
眠
た
い
と
き
は
、
グ
ー
グ
ー

眠
る
こ
と
」
が
元
気
の
源

と
い
う
永
田
チ
エ
さ
ん
。
食
事
は
健

康
的
に
「
青
い
野
菜
が
好
き
」。

　

永
田
さ
ん
は
絵
を
描
く
の
が
好
き

で
、
女
性
の
顔
や
草
花
な
ど
を
ボ
ー

ル
ペ
ン
で
描
き
、
水
彩
画
風
に
仕
上

げ
ま
す
。「
ど
う
い
う
風
に
描
こ
う

か
考
え
ず
に
描
き
始
め
ま
す
が
、
描

き
上
が
る
と
、
絵
の
表
情
が
と
て
も

優
し
く
な
っ
た
り
、
憎
々
し
く
な
っ

た
り
す
る
ん
で
す
」
と
絵
を
描
く
楽

し
さ
を
話
し
ま
す
。
こ
の
ほ
か
、
俳

句
の
創
作
も
楽
し
ん
で
い
る
そ
う
。

　
「
１
０
０
歳
く
ら
い
で
は
ま
だ
、

め
で
た
く
な
い
で
す
。
２
０
０
歳
に

な
っ
た
ら
取
材
し
に
き
て
」
と
冗

談
っ
ぽ
く
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

今年度、人吉市では新たに 14 人の方が 100 歳を迎えられ、100 歳以上
の方は 30人に。今回はその中から増田さんと永田さんのお 2人に元気の
秘
ひけつ

訣をお聞きしました。（年齢は 10月 25日現在）
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多
く
の
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
て
太

鼓
を
披
露
し
、
県
内
外
で
活
躍
し
て

い
る
「
人
吉
ね
ぶ
か
太
鼓
」。
今
回
、

同
団
体
は
財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン

タ
ー
が
交
付
す
る
宝
く
じ
助
成
金
を

受
け
、
太
鼓
の
革
の
張
り
替
え
を
行

い
ま
し
た
。「
今
後
も
太
鼓
の
演
奏

を
通
じ
て
地
域
の
人
た
ち
と
の
交
流

を
深
め
な
が
ら
、
全
国
大
会
出
場
を

目
指
す
」
と
練
習
に
も
力
が
入
る
メ

ン
バ
ー
。
ま
す
ま
す
の
活
躍
が
期
待

さ
れ
ま
す
。

　

同
事
業
で
は
、
宝
く
じ
の
社
会
貢

献
広
報
を
目
的
と
し
て
、
さ
ま
ざ
ま

な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
活
動
に
対
し
て

の
支
援
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

10
月
20
日
に
、
市
内
中
心
街
で

「
と
っ
て
お
き
の
音
楽
祭
in
ひ
と
よ

し
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。「
み
ん

な
ち
が
っ
て 

み
ん
な
い
い
」
を
合

言
葉
に
、
障
が
い
の
あ
る
人
も
な
い

人
も
一
緒
に
音
楽
を
楽
し
み
、
心
の

バ
リ
ア
フ
リ
ー
を
目
指
す
音
楽
祭

で
、
昨
年
に
続
き
2
回
目
の
開
催
。

街
な
か
に
設
け
ら
れ
た
4
つ
の
会
場

で
は
、
音
楽
サ
ー
ク
ル
や
障
が
い
者

グ
ル
ー
プ
な
ど
34
団
体
が
歌
や
踊

り
、
演
奏
な
ど
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、街
全
体
が
１
０
０
円
シ
ョ
ッ

プ
に
な
る
「
ふ
れ
あ
い
１
０
０
円
商

店
街
」
も
同
時
開
催
。
街
な
か
は
多

く
の
人
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

革を張り替えた太鼓で練習するねぶか太鼓のメンバー

参加団体それぞれのパフォーマンスで街に笑顔があふれた

　

人
吉
市
、
熊
本
学
園
大
学
、
中
小

企
業
大
学
校
人
吉
校
が
連
携
し
て
昨

年
度
ス
タ
ー
ト
し
た
生
涯
学
習
講
座

「
ひ
と
よ
し
花
ま
る
学
園
大
学
」
が
、

10
月
19
日
に
開
講
し
ま
し
た
。
同
大

学
の
教
授
や
各
分
野
の
専
門
家
が
講

師
を
務
め
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
と
こ
と
ん
歴
史
学

「
波は

ら
ん
ば
ん
じ
ょ
う

瀾
万
丈
！
相
良
清
兵
衛
と
そ
の

時
代
」、
健
康
と
福
祉
「
少
子
高
齢
化

社
会
を
活
き
る
」、終
し
ゅ
う
か
つ活を
考
え
る「
残

さ
れ
た
人
生
を
ど
の
よ
う
に
生
き
た

い
」
の
３
講
座
を
開
催
。
初
開
催
の

終
活
講
座
で
は
、
人
生
の
最
期
を
迎

え
る
た
め
の
準
備
に
つ
い
て
受
講
生

は
真
剣
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

人
吉
市
社
会
福
祉
協
議
会
の
創
立

60
周
年
を
記
念
し
た
「
地
域
福
祉

フ
ォ
ー
ラ
ム
」
が
10
月
1
日
に
カ
ル

チ
ャ
ー
パ
レ
ス
で
開
催
さ
れ
、
記
念

講
演
や
市
内
3
団
体
の
実
践
発
表
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

記
念
講
演
で
は
、
日
本
福
祉
大
学

の
原
田
正
樹
教
授
が
「
地
域
の
福
祉

力
を
高
め
る
た
め
に
」と
題
し
講
演
。

東
日
本
大
震
災
を
例
に
、
日
常
の
地

域
の
人
間
関
係
が
人
の
命
を
救
う
こ

と
な
ど
、
住
民
同
士
の
つ
な
が
り
の

重
要
さ
を
訴
え
ら
れ
ま
し
た
。ま
た
、

公
募
で
決
ま
っ
た
同
協
議
会
の
マ
ス

コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー「
ハ
ッ
ピ
ー
」

も
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

終活講座第１回目のテーマは「人生の棚おろし」

マスコットのハッピー（左）、記念講演をする原田教授（右）

力強い太鼓でまちを元気に
宝くじ助成事業で太鼓の革を張り替え

音楽と笑顔が街にあふれる
第2回とっておきの音楽祭inひとよし

花まるの人生を送ろう
ひとよし花まる学園大学開講

住民が支え合うまちづくりを
地域福祉フォーラム

　

世
界
に
約
16
億
人
、
日
本
に
は
約

10
万
人
い
る
と
い
わ
れ
る
ム
ス
リ
ム

（
イ
ス
ラ
ム
教
徒
）
の
市
場
調
査
と

意
見
交
換
の
た
め
、
市
は
10
月
12
・

13
日
に
ム
ス
リ
ム
留
学
生
を
市
内
に

招
き
ま
し
た
。

　

人
吉
を
訪
れ
た
の
は
、
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
か
ら
留
学
中
の
大
学
院
生
ら
６

人
。
６
人
は
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
や
旅
館

へ
の
宿
泊
、
青
井
阿
蘇
神
社
の
見
学

な
ど
を
体
験
し
、
田
中
市
長
ら
と
市

役
所
で
意
見
交
換
。
人
吉
の
印
象
を

話
し
た
後
、
食
材
の
決
ま
り
や
入
浴

の
と
き
の
注
意
点
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
の
情
報
発
信
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
意
見
を
出
し
て
い
ま
し
た
。

　

戦
国
末
期
か
ら
江
戸
初
期
に
か
け

て
朝
鮮
出
兵
や
関
ヶ
原
合
戦
で
大
き

な
功
績
を
あ
げ
、
相
良
家
の
家
老
を

務
め
た
武
将
・
相さ
が
ら良
清せ
い
べ
え

兵
衛
。
人
吉

城
歴
史
館
で
は
、
10
月
4
日
か
ら
相

良
清
兵
衛
の
生
涯
と
功
績
を
紹
介
す

る
特
別
展
「
波は

ら
ん
ば
ん
じ
ょ
う

瀾
万
丈
！
相
良
清
兵

衛
伝
」
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
、
清
兵
衛
の
生
涯
を
紹

介
す
る
パ
ネ
ル
や
古
文
書
な
ど
を
展

示
。
12
日
に
は
、
相
良
家
の
御
家
騒

動
に
つ
い
て
も
研
究
を
行
っ
て
い
る

九
州
産
業
大
学
の
福
田
千
鶴
教
授
に

よ
る
記
念
講
演
会
が
あ
り
ま
し
た
。

特
別
展
は
12
月
8
日
ま
で
。
同
館
で

は
資
料
図
禄
も
販
売
中
で
す
。

ムスリムの観光客誘致に関して意見を出す留学生

清兵衛のあまり知られていなかった一生を紹介

　

ポ
ル
ト
ガ
ル
か
ら
伝
来
し
た
ウ
ン

ス
ン
カ
ル
タ
が
日
本
で
唯
一
残
る
鍛

冶
屋
町
で
、
10
月
14
日
に
ウ
ン
ス
ン

カ
ル
タ
大
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
日
本
と
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
友

好
４
７
０
年
、
そ
し
て
第
10
回
目
の

記
念
す
べ
き
大
会
。
東
京
や
奈
良
、

長
崎
な
ど
全
国
か
ら
過
去
最
多
の
30

チ
ー
ム
が
参
加
し
、
老
若
男
女
が
円

卓
を
囲
ん
で
楽
し
く
競
い
ま
し
た
。

中
に
は
、
ベ
テ
ラ
ン
の
子
ど
も
が
大

人
に
教
え
な
が
ら
試
合
を
進
め
る
場

面
も
。
優
勝
は
奈
良
大
学
の
学
生

チ
ー
ム
で
、賞
品
と
し
て
み
そ
、し
ょ

う
ゆ
と
お
茶
１
年
分
が
贈
ら
れ
ま
し

た
。

試合を通じて親睦を深める参加者

　

ご
み
の
減
量
の
た
め
、
昨
年
7
月

か
ら
人
吉
球
磨
10
市
町
村
が
ス
ー

パ
ー
な
ど
に
お
願
い
し
て
実
施
し
て
い

る
レ
ジ
袋
の
有
料
化
。
有
料
化
に
取

り
組
む
「
ゆ
め
マ
ー
ト
」
人
吉
・
多

良
木
両
店
が
、
消
費
者
が
購
入
し
た

レ
ジ
袋
代
金
の
20
万
円
を
人
吉
球
磨

広
域
行
政
組
合
に
寄
付
し
ま
し
た
。

　

9
月
27
日
に
ア
ク
ア
パ
ー
ク
で
行

わ
れ
た
寄
贈
式
に
は
、
人
吉
店
の
宇

都
宮
店
長
と
多
良
木
店
の
河
野
店
長

が
出
席
。「
レ
ジ
袋
有
料
化
の
啓
発

活
動
に
使
っ
て
ほ
し
い
」
と
、
人
吉

球
磨
地
域
レ
ジ
袋
削
減
推
進
協
議
会

の
森
本
会
長
（
錦
町
長
）
と
田
中
市

長
に
寄
付
金
を
渡
し
ま
し
た
。

寄付金を渡す宇都宮店長（中右）と河野店長（右）

ムスリムのおもてなしに向け
ムスリム留学生派遣調査

清兵衛の生涯と功績を知る
人吉城歴史館特別展

レジ袋削減で地球温暖化防止！
ゆめマートがレジ袋の収益金を寄付

過去最多の30チームが熱戦
第10回ウンスンカルタ大会
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検診項目
基本健診 追加検診

後期高齢者健診 腹部超音波 胃がん 胸部レントゲン 前立腺がん 大腸がん 肝炎ウイルス
個人負担金 800 円 400 円 600 円 200 円 300 円

※厳しい財政状況などを踏まえ、後期高齢者の方のがん検診個人負担金を１割程度お願いすることに
なりました。ご理解とご協力をお願いします。

期　日 受付時間 会　場 対 象 地 区

11月９日㈯ 7:30 ～ 11:00 保健センター 上新町、下新町、北願成寺町、南願成寺町、北泉田町、南泉田町、
鬼木町、鶴田町、駒井田町、上青井町、中青井町、下青井町

11 月 10 日㈰ 7:30 ～ 11:00 西瀬コミセン 宝来町、相良町、上薩摩瀬町、下薩摩瀬町、下城本町、矢黒町、上永野町、
下永野町、上戸越町、下戸越町、鹿目町、中神町字小柿・段山

11 月 11 日㈪ 7:30 ～ 10:00 大畑コミセン 東漆田町、上漆田町、下漆田町、上田代町、下田代町、大畑町、大
畑麓町、大野町

11 月 12 日㈫ 7:30 ～ 10:00 中原コミセン 上林町、中林町、下林町、温泉町、中神町字馬場・段・城本・大柿、
下原田町字堀・羽田・上野

11 月 13 日㈬ 7:30 ～ 10:00 中原コミセン 上原田町全域、下原田町字嵯峨里・荒毛・瓜生田・西門

11 月 14 日㈭ 7:30 ～ 11:00 保健センター
城本町、瓦屋町、合ノ原町、井ノ口町、二日町、五日町、七日町、九日町、
大工町、鍛冶屋町、紺屋町、土手町、灰久保町、新町、老神町、寺町、
南町、田町、上原町、麓町、原城町、富ヶ尾町、中城町、西間下町

11 月 15 日㈮ 7:30 ～ 11:00 保健センター
西間上町、西間下町、浪床町、東間上町、東間下町、蓑野町、古仏
頂町、木地屋町、東大塚町、西大塚町、七地町、蟹作町、赤池原町、
赤池水無町、矢岳町、田野町

婦人科検診 乳房超音波 マンモグラフィ 子宮頸がん 骨粗しょう症

個人負担金
課税世帯 800 円 1,300 円 1,200 円 600 円
そのほか 300 円 500 円 400 円 200 円

期　日 受付時間 会　場 対 象 地 区

11月 20日㈬ 8:00 ～ 11:30 中原コミセン 上林町、中林町、下林町、温泉町、中神町字馬場・段・城本・大柿、
下原田町字堀・羽田・上野・嵯峨里

11 月 20 日㈬ 13:30～ 16:00 中原コミセン 上原田町全域、下原田町字荒毛・瓜生田・西門

11 月 21 日㈭ 8:00 ～ 11:30 西瀬コミセン 宝来町、相良町、上薩摩瀬町、下薩摩瀬町、下城本町、矢黒町、上永
野町、下永野町、上戸越町、下戸越町、鹿目町、中神町字小柿・段山

11 月 21 日㈭ 13:30～ 17:00 保健センター 上新町、下新町、北願成寺町、南願成寺町、北泉田町、南泉田町、
鬼木町、鶴田町、駒井田町、下青井町

11 月 22 日㈮ 9:00 ～ 11:30 大畑コミセン 東漆田町、上漆田町、下漆田町、上田代町、下田代町、大畑町、大
畑麓町、大野町

11 月 23 日㈯ 8:00 ～ 11:30 保健センター 鬼木町、鶴田町、駒井田町、上青井町、中青井町、下青井町、城本町、
瓦屋町

11 月 23 日㈯ 13:30～ 17:00 保健センター
瓦屋町、合ノ原町、井ノ口町、二日町、五日町、七日町、九日町、大工町、
鍛冶屋町、紺屋町、土手町、灰久保町、新町、老神町、寺町、南町、田町、
上原町、麓町、原城町、富ヶ尾町、中城町、西間上町、西間下町

11 月 24 日㈰ 8:00 ～ 11:30 保健センター 西間上町、西間下町、浪床町、東間上町、東間下町、蓑野町、古仏頂町、
木地屋町、東大塚町、七地町、蟹作町

11 月 24 日㈰ 13:30～ 14:00 保健センター 蟹作町、赤池原町、赤池水無町、矢岳町、西大塚町、田野町

75 歳以上の方対象  検診車による市民健診

女性（全年齢）対象  検診車による市民健診

申し込みをされた方には、受付時間を 30分ごとに区切って通知します。指定された時間にお越しください。
※指定された日時で都合が悪い方はご連絡ください。
問合せ　市保健センター健康増進係（☎２４‐８０１０）
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催 

し 

物

第
42
回
特
別
合
同
講
演
会

期
日　

11
月
15
日
㈮

時
間　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

場
所　

ア
ン
ジ
ェ
リ
ー
ク
平
安

演
題　
「
ど
う
な
る
日
本　

〜
政

治
・
経
済
の
問
題
点
を
斬
る
！
〜
」

講
師　

慶
応
義
塾
大
学
大
学
院
メ

デ
ィ
ア
デ
ザ
イ
ン
研
究
科
教
授
・

岸 

博
幸
氏

陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科

学
校
生
徒
採
用
試
験

試　
　

験

【
推
薦
】

受
験
資
格　

平
成
９
年
４
月
２
日

〜
平
成
11
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の

男
子

受
付
期
限　

12
月
６
日
㈮
※
必
着

試
験
日　

平
成
26
年
１
月
11
日
㈯

〜
13
日
㈪
の
間
の
指
定
す
る
１
日

試
験
場
所　

陸
上
自
衛
隊
高
等
工

科
学
校
（
神
奈
川
県
横
須
賀
市
御

幸
浜
２
‐
１
）

【
一
般
】

受
験
資
格　

平
成
９
年
４
月
２
日

〜
平
成
11
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の

男
子

受
付
期
限　

平
成
26
年
1
月
10
日

㈮
※
必
着

試
験
日　

平
成
26
年
1
月
18
日
㈯

税
・
料
金

社
会
保
険
料
控
除
証
明
書
は

大
切
に
保
管
し
ま
し
ょ
う

　

国
民
年
金
保
険
料
は
納
付
し
た

全
額
が
所
得
税
・
市
町
村
税
な
ど

の
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
に
な

り
ま
す
。
控
除
申
告
を
す
る
と
き

は
1
年
間
に
納
付
（
見
込
み
を
含

む
）
し
た
保
険
料
を
証
明
す
る
書

類
が
必
要
で
す
。

　

毎
年
11
月
初
旬
に
、
日
本
年
金

機
構
か
ら
１
年
間
の
納
付
額
を
証

明
す
る
ハ
ガ
キ
が
送
付
さ
れ
ま

す
。
年
の
途
中
か
ら
国
民
年
金
に

加
入
し
た
場
合
な
ど
は
、
翌
年
２

月
初
旬
に
送
付
さ
れ
ま
す
。
こ
の

証
明
書
は
年
末
調
整
や
確
定
申
告

の
と
き
必
ず
必
要
に
な
り
ま
す
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
世
帯
主
や
配
偶
者
が
家

族
の
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
し

た
場
合
も
、
そ
の
全
額
が
納
付
し

た
方
の
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象

に
な
り
ま
す
。

問
合
せ　

控
除
証
明
書
専
用
ダ
イ

ヤ
ル
（
☎
０
５
７
０
‐
０
７
０
‐

１
１
７
）

11
月
の
行
事
カ
レ
ン
ダ
ー

１
㈮
広
報
配
布

２
㈯
石
野
公
園
ま
つ
り
（
〜
４
日
）、
人

吉
文
化
祭
（
CP
、
〜
４
日
）

３
㈰
文
化
の
日

4
㈪
振
替
休
日

５
㈫

６
㈬
〝
か
が
や
き
〞
づ
く
り
ト
ー
ク（
下

薩
摩
瀬
町
地
域
学
習
セ
ン
タ
ー
）

７
㈭

８
㈮
犬
童
球
渓
顕
彰
音
楽
祭
（
CP
、
〜

９
日
・
24
日
）

９
㈯
ひ
と
よ
し
産
業
祭
（
ふ
る
さ
と
歴

史
の
広
場
、
〜
10
日
）、
ひ
と
よ
し

文
学
碑
め
ぐ
り
（
人
吉
駅
前
集
合
）

10
㈰

11
㈪

12
㈫

13
㈬

14
㈭
〝
か
が
や
き
〞
づ
く
り
ト
ー
ク
（
鶴

田
町
内
会
館
）

15
㈮
広
報
配
布
、
人
力
車
と
渡
し
舟
に

乗
っ
て
、
紅
葉
を
見
に
行
こ
う
よ

う
!!
（
人
吉
城
跡
、
球
磨
川
下
り

発
船
場
、
〜
17
日
・
22
〜
24
日
）

16
㈯
熊
本
県
Ｐ
Ｔ
Ａ
研
究
大
会
ひ
と
よ

し
大
会
（
SP
ほ
か
）

17
㈰
人
吉
市
消
防
操
法
大
会
（
ふ
る
さ

と
歴
史
の
広
場
）

18
㈪

19
㈫

20
㈬

21
㈭

22
㈮
高
齢
者
徘
徊
模
擬
訓
練(

中
原
校
区)

23
㈯
勤
労
感
謝
の
日
、
東
西
コ
ミ
セ
ン

短
期
講
座

24
㈰
Ｓ
Ｌ
人
吉
運
行
最
終
日

25
㈪

26
㈫

27
㈬

28
㈭

29
㈮

30
㈯

※CP：カルチャーパレス、SP：スポーツパレス

情報ひろば
あなたの暮らしに役立つ情報をお届けします

市役所（代表） ☎22－２１１１
カルチャーパレス ☎24－３３１１ スポーツパレス ☎22－１６８８ 水 道 局 ☎22－５４９７
保 健 セ ン タ ー ☎24－８４２０ 石 野 公 園 ☎22－６７００ 人吉城歴史館 ☎22－２３２４

お
知
ら
せ

市
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
が

休
館
し
ま
す

熊
本
県
Ｐ
Ｔ
Ａ
研
究
大
会

ひ
と
よ
し
大
会

公
共
関
与
最
終
処
分
場
の

名
称
を
募
集
し
ま
す

　

老
朽
化
の
た
め
、
市
老
人
福
祉

セ
ン
タ
ー
の
大
規
模
改
修
工
事
を

行
い
ま
す
。
こ
れ
に
伴
い
、
同
セ

ン
タ
ー
は
し
ば
ら
く
休
館
し
ま

す
。ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

休
館
す
る
期
間　

11
月
１
日
㈮
〜

平
成
26
年
３
月
31
日
㈪
※
予
定

問
合
せ　

市
高
齢
者
支
援
課
高
齢

福
祉
係

　

11
月
16
日
㈯
に
、
ス
ポ
ー
ツ
パ

レ
ス
、
カ
ル
チ
ャ
ー
パ
レ
ス
、
中

原
小
学
校
、
西
瀬
小
学
校
で
、「
第

40
回
熊
本
県
Ｐ
Ｔ
Ａ
研
究
大
会
ひ

と
よ
し
大
会
」が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

県
内
各
地
か
ら
約
２
５
０
０
人

が
参
加
し
ま
す
の
で
、
人
吉
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
か
ら
各
会
場
ま
で

は
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
皆
さ

ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

問
合
せ　

市
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
絡
協
議
会

事
務
局
（
市
社
会
教
育
課
内
）

　

県
で
は
、
県
民
の
生
活
と
県
内

の
経
済
活
動
を
支
え
る
た
め
、
玉

名
郡
南
関
町
に
産
業
廃
棄
物
の
最

終
処
分
場
を
作
り
ま
す
。
こ
の
処

分
場
は
、
周
囲
の
豊
か
な
自
然
と

融
和
し
た
全
国
の
モ
デ
ル
と
な
る

よ
う
な
安
全
な
施
設
と
し
て
、
県

北
の
環
境
教
育
の
拠
点
と
し
て
活

用
す
る
な
ど
、
地
域
に
役
立
つ
施

設
を
目
指
し
ま
す
。

　

多
く
の
県
民
に
覚
え
て
も
ら
え

る
施
設
と
す
る
た
め
、
処
分
場
の

名
称
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
期
限　

12
月
31
日
㈫

応
募
資
格　

誰
で
も
応
募
で
き
ま

す
（
個
人
、法
人
を
問
い
ま
せ
ん
）

応
募
方
法　

電
子
メ
ー
ル

（info@
kksj.jp

）、フ
ァ
ク
ス（
℻  

０
９
６
‐
３
８
３
‐
７
６
８
０
）、

郵
送
（
〒
８
６
２
‐
８
５
７
０
熊

本
市
中
央
区
水
前
寺
６
丁
目
18
‐

１
）

賞
品　

南
関
町
、
和
水
町
の
特
産

品
（
１
万
円
分
）
を
採
用
案
を
応

募
さ
れ
た
方
の
中
か
ら
抽
選
で
２

募　
　

集

「
お
で
か
け
九
ち
ゃ
ん
」
へ

遊
び
に
来
ま
せ
ん
か
？

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
デ
ザ
イ
ン
募
集

　

九
ち
ゃ
ん
ク
ラ
ブ
「
ふ
れ
あ
い

広
場
」
が
あ
な
た
の
ま
ち
へ
出
張

し
ま
す
。
子
育
て
中
の
皆
さ
ん
、

お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

期
日　

11
月
20
日
㈬

時
間　

午
前
10
時
30
分
〜
正
午

場
所　

相
良
神
社
参
集
殿

内
容　

散
歩
「
紅
葉
を
見
に
行
こ

う
」

対
象　

お
お
む
ね
３
歳
未
満
の
乳

幼
児
と
そ
の
保
護
者

申
込
・
問
合
せ　

ほ
っ
と
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
九
ち
ゃ
ん
ク
ラ
ブ
（
☎

９
５
６
６
）

　

平
成
３
年
に
設
立
さ
れ
た
人
吉

市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は
、

60
歳
以
上
の
高
年
齢
者
が
健
康
で

働
く
こ
と
を
通
じ
て
生
き
が
い
を

得
る
と
と
も
に
、
地
域
社
会
の
活

性
化
に
貢
献
す
る
公
共
的
団
体
で

す
。
同
セ
ン
タ
ー
の
シ
ン
ボ
ル

マ
ー
ク
を
募
集
し
ま
す
。

内
容　

人
吉
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
を
印
象
付
け
、
市
民
に
親

し
み
を
持
た
れ
る
も
の
。

募
集
期
限　

12
月
16
日
㈪
※
当
日

消
印
有
効

人
に
プ
レ
ゼ
ン
ト

応
募
・
問
合
せ　

県
公
共
関
与
推

進
課
（
県
環
境
整
備
事
業
団
・
☎

０
９
６
‐
３
３
３
‐
２
２
７
９
）

東
西
コ
ミ
セ
ン
短
期
講
座

「
歴
史
探
訪
」
〜
古
き
を
た
ず
ね
て
〜

内
容　

東
・
西
校
区
に
あ
る
文
化

財
巡
り

期
日　

11
月
23
日
㈯
※
小
雨
決
行

時
間　

午
前
９
時
〜
正
午

参
加
費　

無
料

申
込
方
法　

東
西
コ
ミ
セ
ン
に
あ

る
申
込
用
紙
で
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。

申
込
期
限　

11
月
20
日
㈬

申
込
・
問
合
せ　

東
西
コ
ミ
セ
ン

（
☎
㉘
３
２
３
０
）

講
座
・
教
室

応
募
資
格　

市
内
在
住
の
方
（
プ

ロ
、ア
マ
チ
ュ
ア
を
問
い
ま
せ
ん
）

　

応
募
方
法
な
ど
に
つ
い
て
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

応
募
・
問
合
せ　

公
益
社
団
法
人

人
吉
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

事
務
局
（
☎
㉔
４
６
８
１
）

開 催 日　12月８日（日）　※雨天決行
開会式：午前８時50分　スタート：午前10時

会 場　西瀬小学校グラウンド一帯
参加部門　★中学男子の部　★高校男子の部　★女子の部
　　　　　★一般の部
コ ー ス　距離20.14km（西瀬小スタート・ゴール）

１区＝4.32km　２区＝2.43km　３区＝3.30km
４区＝4.36km　５区＝2.43km　６区＝3.30km

参加申込　市社会教育課にある申込書に記入し、参加料とともに提出
してください。

参 加 料　１チーム当たり　一般＝3,000円　中学・高校生＝1,500
円

申込期限　11月12日（火）午後５時 （土日・祝日を除く）
申込・問合せ　市社会教育課スポーツ振興係（市役所別館２階）
　　　　　　　（☎２２‒２１１１内線５２４１・５２４２）

“ いで湯と球磨焼酎・笑顔の里 ”

第60回人吉駅伝大会　参加チーム募集
高齢者徘

はいかい

徊
模擬訓練を行います

期　日　11月22日（金）
時　間　午後１時～４時
　　　　※小雨決行
場　所　中原校区
　　　　（主会場：中原コミセン）
内　容　家族から「認知症の高齢者

が家を出たまま行方不明に
なった」と連絡があったと
いう設定で訓練を行いま
す。

※中原校区の方には、詳細を別途お
知らせします。
問合せ　市高齢者支援課介護予防係
　（☎２２－２１１１内線１２３５）

入
場
料　

無
料
（
人
吉
商
工
会
議

所
で
配
布
し
て
い
る
整
理
券
が
必

要
で
す
）

問
合
せ　

人
吉
商
工
会
議
所(

☎

㉒
３
１
０
１)

試
験
場
所　

熊
本
市
内
の
会
場

問
合
せ　

自
衛
隊
熊
本
地
方
協
力

本
部
人
吉
地
域
事
務
所
（
☎
㉒

４
７
０
４
）

19 18HITOYOSHI　2013.11.01 広報ひとよし　11月号



はい、こちら

消費生活
センター

です
人吉市消費生活センター
☎２２‒２１１１内線1215・1216

Consumption life center

応募・問合せ
〒 868-8601 人吉市麓町 16
総務課秘書広報係
（☎ 22‒2111 内線 2208）
Eメール
soumu@city.hitoyoshi.lg.jp

ようこそ としょかんへ！

人吉市図書館
場　所：人吉カルチャーパレス内
開館日：火曜日～日曜日、祝日
休館日：月曜日（祝日に当たる
場合は、その翌日）、年末年始
（12月29日～１月３日）

３歳までの子どもの写真募集中！

問 図書館　☎２４‒３５１８

この本よかばい！

市歴史遺産課（☎２２－２３２４）

３歳までの子どもの写真募集中！

連絡先を忘れずに

Sachiyo Fukao ／
河出書房新社

おうちであったか
手編みのルームシューズ

モリナガ ヨウ ／あかね書房

ジェット機と空港・管制塔

新
刊
案
内 (

10
月
の
新
刊
か
ら)

児童

一般

マイケル・サンデ
ル／早川書房

これからの「正義」
の話をしよう

吉開 裕矢さん

今
月
の
紹
介
者

東間上町

素
足
で
は
ち
ょ
っ
と
ひ
ん
や

り
。
そ
れ
が
ル
ー
ム
シ
ュ
ー
ズ

を
編
み
始
め
る
タ
イ
ミ
ン
グ
。

フ
ラ
ッ
ト
シ
ュ
ー
ズ
か
ら
ブ
ー

ツ
タ
イ
プ
ま
で
、
か
わ
い
い

フ
ォ
ル
ム
と
色
合
わ
せ
に
こ
だ

わ
っ
た
32
品
を
紹
介
。
愛
ら
し

い
ル
ー
ム
シ
ュ
ー
ズ
を
編
ん
で

み
ま
せ
ん
か
？

ボ
ー
イ
ン
グ
７
８
７
の
す
ご
い

と
こ
ろ
や
客
室
乗
務
員
な
ど
、

ジ
ェ
ッ
ト
機
と
空
港
・
管
制
塔

に
関
わ
る
人
々
の
仕
事
を
イ
ラ

ス
ト
で
詳
し
く
解
説
。
７
８
７

機
の
デ
ー
タ
や
航
空
用
語
も
掲

載
し
て
あ
り
、
子
ど
も
か
ら
大

人
ま
で
幅
広
い
層
で
楽
し
め
る

一
冊
で
す
。

　

著
者
は
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
の
政
治

哲
学
の
教
授
で
、
彼
の
講
義
は
と
て

も
人
気
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
本
は
、「
正
義
」
を
テ
ー
マ

に
し
た
講
義
を
も
と
に
書
か
れ
た
本

で
す
。「
正
義
」
を
め
ぐ
る
問
題
を

通
し
て
、
正
解
の
な
い
問
題
に
直
面

し
た
と
き
、
い
か
に
し
て
決
断
す
べ

き
か
教
え
て
く
れ
る
一
冊
で
す
。

　

私
は
、
自
分
の
決
断
に
自
信
が
持

て
ず
、
正
し
い
決
断
で
あ
っ
た
の
か

迷
っ
て
い
た
と
き
に
こ
の
本
に
出
会

い
ま
し
た
。
こ
の
本
に
出
会
っ
た
こ

と
で
、
自
分
の
決
断
に
少
し
自
信
が

持
て
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
少
し

難
し
い
本
で
す
が
、
今
、
自
分
の
決

断
が
正
し
か
っ
た
の
か
ど
う
か
迷
っ

て
い
る
方
に
お
す
す
め
し
た
い
本
で

す
。
き
っ
と
そ
の
決
断
に
自
信
が

持
て
る
き
っ
か
け
に
な
る
と
思
い
ま

す
。

11月の休館日
５日、11日、18日、25日

いつもいつも、元気な
愛未ちゃんでいてね☆ 

人吉から引っ越すことになりました。今まで仲良
くしてもらって、本当にありがとう！！　人吉大
好き！！

岡
お か だ

田 愛
あ み

未ちゃん 濱
は ま だ

田 ここなちゃん濱
は ま だ

田 こなつちゃん
４歳（願成寺町） ６カ月（下林町）３歳（下林町）

平成21年10月９日生 平成25年４月21日生平成22年７月14日生

政人パパ・英里ママ 浩介パパ・なつママ浩介パパ・なつママ

　
「
友
人
か
ら
『
い
い
話
が
あ
る
か
ら
一

緒
に
行
か
な
い
？
』
と
連
絡
が
あ
り
説
明

を
聞
き
に
行
っ
た
と
こ
ろ
、『
会
員
に
な
っ

た
ら
輝
か
し
い
将
来
が
待
っ
て
い
る
』
な

ど
と
聞
か
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
マ
ル
チ

商
法
と
呼
ば
れ
る
勧
誘
方
法
な
の
で
し
ょ

う
か
…
…
」

マ
ル
チ
商
法
と
は

　

マ
ル
チ
商
法
は
、
特
定
商
取
引
法
で
は

「
連
鎖
販
売
取
引
」
と
定
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
連
鎖
販
売
取
引
と
は
、
分
か
り
や
す

く
い
え
ば
「
消
費
者
が
商
品
を
購
入
す
る

な
ど
し
て
販
売
員
に
な
る
」「
さ
ら
に
知

人
を
誘
う
な
ど
し
て
販
売
員
を
増
や
す
と

収
入
に
な
る
」「
自
分
が
獲
得
し
た
販
売

員
が
、
さ
ら
に
そ
の
下
に
販
売
員
を
増
や

す
と
、
そ
こ
か
ら
も
収
入
が
入
る
」
と
い

う
商
法
で
す
。
よ
く
マ
ル
チ
商
法
＝
ネ
ズ

ミ
講
と
勘
違
い
さ
れ
ま
す
が
、
マ
ル
チ
商

法
は
会
員
を
増
や
し
な
が
ら
商
品
を
販
売

し
て
い
く
商
法
で
、
規
制
は
あ
り
ま
す
が

違
法
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
に
対
し
、

ネ
ズ
ミ
講
は
金
銭
の
や
り
と
り
だ
け
で
商

品
が
無
い
た
め
、
法
律
で
全
面
的
に
禁
止

さ
れ
て
い
る
犯
罪
で
あ
り
、
刑
事
罰
の
対

象
で
す
。

消
費
者
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス

　

マ
ル
チ
商
法
も
ネ
ズ
ミ
講
も
、
金
銭
的

な
出
費
を
し
て
会
員
に
な
り
、
さ
ら
に
自

マ
ル
チ
商
法

一
日
で
決
着
が
つ
い
た
、
天
下
分
け

目
の
関
ヶ
原
合
戦
。
取
り
残
さ
れ
た
大

垣
城
の
西
軍
の
う
ち
、
相
良
氏
は
い
ち

早
く
家
康
の
重
臣
・
井い

い伊
直な

お
ま
さ政

と
連
絡

を
取
り
、
東
軍
に
味
方
す
る
こ
と
を
知

ら
せ
た
。
そ
し
て
同
じ
く
二
の
丸
を
守

備
し
て
い
た
日
向
の
秋あ

き
づ
き月

氏
・
高た

か
は
し橋

氏

と
示
し
合
わ
せ
、
本
丸
・
三
の
丸
の
大

将
た
ち
を
討
ち
取
り
手
柄
に
し
よ
う
と

画
策
。

こ
の
時
、
相
良
兵
部
頼よ

り
も
り兄

が
策
を
考

え
る
。
ま
ず
は
三
の
丸
に
こ
も
る
垣か

き
み見

・

熊く
ま
が
い谷

・
木
村
氏
の
三
将
に
対
し
、「
三
の

丸
の
防
御
を
高
め
る
た
め
、
外
周
の
竹

林
を
切
り
払
う
の
で
現
地
で
確
認
し
て

ほ
し
い
」
と
お
び
き
寄
せ
、
防
具
も
着

け
ず
に
出
て
き
た
三
将
を
討
ち
取
っ
た
。

す
で
に
城
外
に
は
、
家
康
方
の
軍
勢

が
待
ち
構
え
て
い
た
。
使
者
と
な
っ
た

相
良
兵
部
は
、
そ
の
大
将
・
水み

ず

の野
勝か

つ
し
げ成

に
対
し
、
こ
の
ま
ま
本
丸
も
攻
め
落
と

さ
せ
て
ほ
し
い
と
願
う
。
し
か
し
、
水

野
氏
も
大
将
と
し
て
の
面
目
が
立
た
な

い
と
し
て
受
け
入
れ
ず
、
両
軍
で
総
攻

撃
を
か
け
る
。
本
丸
に
こ
も
る
石
田
三

成
の
妹
婿
・
福ふ

く
は
ら原

長な
が
た
か堯

も
抵
抗
す
る
が
、

５
日
後
に
降
伏
開
城
し
た
。

数
日
後
、
相
良
頼よ

り
ふ
さ房

（
長な

が
つ
ね毎

）・
秋
月
・

高
橋
氏
は
、
大
坂
城
の
徳
川
家
康
の
も

と
に
参
上
し
て
直
接
対
面
し
、
そ
れ
ぞ

れ
元
の
領
地
の
支
配
を
許
さ
れ
た
。
こ

の
時
、
相
良
兵
部
も
家
康
と
対
面
し
た

と
い
う
。

ま
た
、
こ
の
こ
ろ
か
ら
頼
兄
は
名
乗

り
を
兵
部
か
ら
清せ

い

べ

え

兵
衛
に
変
え
た
。
あ

る
説
で
は
、
井
伊
直
政
の
官
職
名
が
兵

部
少
輔
で
紛
ら
わ
し
い
こ
と
か
ら
、
立

場
が
上
の
井
伊
氏
を
は
ば
か
っ
て
改
名

し
た
と
い
う
。

清
兵
衛
は
こ
の
時
の
功
績
で
五
百
石

加
増
さ
れ
た
と
い
う
。
相
良
家
で
の
清

兵
衛
の
立
場
は
ま
す
ま
す
高
ま
っ
て
ゆ

く
の
で
あ
る
。

人
吉
城
歴
史
館
特
別
展
「
波
瀾
万
丈
！
相

良
清
浜
衛
伝
」
好
評
開
催
中
で
す
。

第
四
回

「
大
垣
城
で
の
清
兵
衛
の
活
躍
」

分
の
下
に
会
員
を
増
や
す
こ
と
に
よ
っ
て
利

益
が
得
ら
れ
る
と
い
う
仕
組
み
で
す
。
し
か

し
、
人
口
に
は
限
り
が
あ
る
の
で
永
久
に

会
員
が
増
え
続
け
る
こ
と
は
あ
り
え
ま
せ

ん
し
、
も
う
け
話
に
乗
る
人
に
も
限
り
が

あ
る
の
で
会
員
を
増
や
し
続
け
る
こ
と
は

不
可
能
で
す
。
そ
し
て
、
ど
ち
ら
も
上
層

部
の
ご
く
一
部
の
人
し
か
も
う
か
ら
な
い
と

い
う
点
で
共
通
し
て
い
ま
す
。

　

マ
ル
チ
商
法
は
、
あ
く
ま
で
も
ビ
ジ
ネ

ス
な
の
で
成
功
も
失
敗
も
あ
り
ま
す
。
誰

で
も
確
実
に
も
う
か
る
も
の
で
は
な
い

し
、
簡
単
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
簡
単
な
気

持
ち
で
入
会
す
れ
ば
、
出
費
の
負
担
が
あ

る
だ
け
で
ほ
と
ん
ど
収
入
が
な
い
場
合
が

少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
勧
誘
を
受
け
た
と

き
は
概
要
書
の
内
容
を
よ
く
読
ん
で
、
理

解
で
き
な
い
場
合
は
契
約
を
考
え
直
し
ま

し
ょ
う
。

　

ト
ラ
ブ
ル
に
あ
っ
た
と
感
じ
た
り
、
不

安
に
思
う
事
が
あ
れ
ば
、
す
ぐ
に
消
費
生

活
セ
ン
タ
ー
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
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市長の部屋
ひと好し ちょっといい話

「先手あいさつ明るい笑顔、傘一本お茶一杯運動」を広げましょう

　

い
よ
い
よ
秋
た
け
な
わ
で
す

が
、
お
元
気
に
お
暮
ら
し
の
こ
と

と
存
じ
ま
す
。

　

今
年
は
次
々
と
台
風
が
日
本
列

島
に
押
し
寄
せ
、
甚
大
な
被
害
を

も
た
ら
し
て
い
ま
す
。
人
吉
は
幸

い
に
し
て
進
路
か
ら
外
れ
て
い
ま

す
が
、
い
つ
被
害
に
遭
う
か
分
か

り
ま
せ
ん
。
少
し
で
も
不
安
に
駆

ら
れ
た
ら
、
自
主
避
難
を
お
勧
め

し
ま
す
。市
と
い
た
し
ま
し
て
も
、

詳
細
に
情
報
を
集
め
、
防
災
無
線

や
あ
ら
ゆ
る
手
段
を
講
じ
て
お
知

ら
せ
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、

避
難
準
備
を
日
頃
か
ら
怠
り
な
く

し
て
お
く
こ
と
も
大
切
で
す
。「
悲

観
的
に
準
備
を
し
、
楽
観
的
に
行

動
す
る
」の
鉄
則
の
と
お
り
で
す
。

　

さ
て
こ
こ
で
、
避
難
準
備
に
つ

い
て
、
基
本
的
な
忘
備
心
得
を
３

つ
記
し
て
お
き
ま
す
。

①
避
難
す
る
と
き
の
手
荷
物
（
衣

類
、
洗
面
具
、
常
備
薬
、
印
鑑
、

通
帳
な
ど
）
を
確
認
し
ま
し
ょ

う
。

②
一
階
、
二
階
、
勝
手
口
、
ト
イ

レ
、
洗
面
所
な
ど
全
て
の
窓
や

戸
に

を
か
け
ま
し
ょ
う
。

③
火
の
元
と
な
る
ガ
ス
栓
を
閉
め

ま
し
ょ
う
。

　

災
害
は
忘
れ
た
こ
ろ
に
や
っ
て

き
ま
す
。
ご
用
心
あ
れ
!!

昨年に引き続き、家族の時間
づくりプロジェクトを利用し
ておくんち祭に参加した第三
中の生徒。きじ馬柄の法被を
まとい、高校合格を祈願した
みこしを元気に担ぎました。

おくんち祭に参加した第三中の生徒

　

暑
い
日
が
続
い
て
い
ま
し

 

た
が
、
や
っ
と
肌
寒
く
な
り

過
ご
し
や
す
い
季
節
に
な
り

ま
し
た
ね
。
季
節
が
移
り
変

わ
り
ま
し
た
が
、
私
も
部
署

が
変
わ
り
、
今
号
か
ら
広
報

紙
づ
く
り
に
携
わ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

　

イ
ベ
ン
ト
盛
り
だ
く
さ
ん

の
10
月
。
カ
メ
ラ
の
使
い
方

が
分
か
ら
ず
不
安
な
ま
ま
取

材
に
行
き
ま
し
た
が
、
ど
こ

に
行
っ
て
も
笑
顔
が
あ
ふ

れ
、
写
真
を
撮
り
な
が
ら
と

て
も
幸
せ
な
気
分
に
な
り
ま

し
た
。
広
報
紙
を
通
じ
て
、

も
っ
と
み
な
さ
ん
の
笑
顔
を

伝
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
！　

こ
れ
か
ら
ど
う
ぞ
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

編
集
室
か
ら

編
集
後
記

来年度の保育所入所申し込み受付は 11月１日（金） からスタート！
　仕事をしているなどの理由で保育ができ
ず、保育所への入所を希望する方は、申込書
に必要書類を添えて入所を希望する保育所に
提出してください。
　申込書は、市福祉課（市役所１階⑤番窓口）、
または各保育所にあります。求職中でも条件
付きで申し込みできます。また、市外認可保
育所への広域入所もできます。詳しくはお問
い合わせください。

添付書類　平成 25 年分源泉徴収票（確定申
告する方は確定申告書の控え）、
就労証明書（自営業や農業の方は
民生委員からの証明書）や出産予
定証明書など
※申請理由によって添付する書類
が異なります。詳しくは「入所申
し込みのてびき」をご覧ください。

申込期限　平成 26年１月 14日（火）
問 合 せ　市福祉課児童福祉係
　　　　　（☎２２‒２１１１内線１１４６）

　　　【市内認可保育所一覧】
①昼間 園名 定員 所在地 電話番号

あいだ保育園 90 東間上町2789 ㉒４５４２
泉田保育園 90 北泉田町223-1 ㉒５８４６
おこば保育園 50 大畑町3999-2 ㉓０５０４
こばと保育園 90 瓦屋町1776-1 ㉔４１５２
さざなみ保育園 90 下戸越町1632-1 ㉒５５１９
せん月保育園 90 矢黒町1602-1 ㉔３２９２
善隣保育園 120 瓦屋町1106 ㉒３５７３
中原保育園 130 下原田町1168 ㉒５７９５
林保育園 70 下林町271-4 ㉒５８９１
人吉乳児保育園 70 田町34-1 ㉒３９５１
蓬莱保育園 100 土手町５ ㉒２４５８
みどり保育園 120 願成寺町956 ㉒２８６４
ひまわり保育園 60 瓦屋町1848 ㉓５３９６

　　　保育時間　《基　　本》月～土曜日＝午前７時～午後６時
　　　　　　　  　《延長保育》平日＝午後７時まで

②夜間 園名 定員 所在地 電話番号
ひまわり保育園 20 瓦屋町1848 ㉓５３９６

　　　保育時間　《基　　本》月～土曜日＝午前11時～午後10時
　　　　　　　 　《延長保育》月～土曜日＝午前７時～午前11時

カルチャーパレス敷地内にある犬童球渓先生の銅像前
で、参加者全員が「旅

りょしゅう

愁」「故郷の廃家」を斉唱します。

人吉球磨の小中高校生が一堂に会して合唱・合奏・
吹奏楽のステージを披露します。

８月に行われた予選の通過者が、練習の成果を発揮
し、球渓賞を目指して競います。

市内音楽団体の発表、個人コンクール球渓賞受賞
者の発表など盛りだくさんのコンサートです。
“L
レ ッ ツ

et's S
シ ン グ

ing a
ア

 S
ソ ン グ

ong T
ト ゥ ゲ ザ ー

ogether!”では、地域のＡ
ＬＴ（外国語指導助手）と一般参加者が一緒に「旅
愁」の原曲などを英語で披露。また、今年は津
軽三味線演奏家・髙﨑裕士さんをゲストに迎え、
市内４合唱団で結成す
る“犬童球渓合唱団”が
「心の旅」をテーマに
した歌の数々を披露し
ます。
※入場無料

問合せ　カルチャーパレス（☎２４‒３３１１）

▲

ゲスト 髙﨑裕士

泉極SAGARA 検索
問合せ
ひとよし・くま旬夏秋冬キャンペーン実行委員会
☎２２－２１１１内線５１４３（市観光振興課内）

詳しくはまずはＱＲコード
を読み込んでアク
セス！

第67回犬童球渓顕彰音楽祭

11月８日金　午前８時30分～

11月８日金　午前９時～

11月９日土　午前９時45分～

11月24日日　午後６時30分～
碑前祭

学校発表会

個人コンク
ール本選

音楽の夕べ

カルチャーパレス大ホール

カルチャーパレス大ホール

カルチャーパレス大ホール
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景品付き
もちなげ

景品付き
もちなげ

季節の贈
り物など

豪華賞品
盛りだくさ

ん !!

（両日３
回開催）

ＴＯＭＯＫＯ10日 13:00 ～

ゴーハンジャーゴーハンジャー9日13:30 ～9日 13:30 ～

ナニコ
レ？劇

団
ナニコ

レ？劇
団

9日1
1:50

～
9日 1

1:50
～

〒
868-8601　

熊
本
県
人
吉
市
麓
町
16
番
地

http://w
w
w
.city.hitoyoshi.lg.jp/　

　
info@

city.hitoyoshi.lg.jp
☎
（
0966）

22-2111　
℻
  （
0966）

24-7869
編
集
・
発
行
　
人
吉
市
役
所
総
務
課
秘
書
広
報
係

広
報
ひ
と
よ
し
　
平
成
25
年
11
月
号
　
第
９
９
８
号

H i t o y o s h i  i n f o r m a t i o n

11月９日

10日
ふるさと歴史の広場

10:00 農産物品評会表彰
10:10 木工関係表彰（第 46 回人吉球

磨建築木工まつり）
10:20 鶴田町ひょっとこ楽笑会
10:30 球磨の六調子
10:40 JA 女性部踊り（第１部）
11:10 中山民俗舞踊・華和会
11:30 UEキッズ

（キッズエアロビックスダンス）
11:45 景品付きもちなげ（小学生以下）
11:55 出店紹介
12:30 球磨川太鼓
13:00 TOMOKOライブ
13:30 景品付きもちなげ（中学生以上）
13:40 JA 女性部踊り（第２部）
14:10 津軽三味線
14:30 「中原びっくりしゃっくり」

六調子大賞団体
14:55 人吉ねぶか太鼓
15:25 幸福もちなげ
15:35 農産物品評会出品物即売会
16:00 閉会

10:00 開会式典（テープカット）
10:20 ラテンダンス
10:40 趣味の講座
11:10 KUMAKOI 六調子
11:50 ナニコレ？劇団
12:20 景品付きもちなげ（小学生以下）
12:30 出店紹介
13:00 NOAダンススタジオ
13:30 中山間地隊ゴーハンジャー
13:50 景品付きもちなげ（中学生以上）
14:00 おどんな日本一！

人吉のど自慢大会出演者共演
14:30 肥後ひょっとこ笑福会
14:40 ヒューマンノート

スイートパーティー 14
15:00 琉球舞踊愛好会
15:20 人吉高校吹奏楽部
15:50 幸福もちなげ

①市役所本庁舎　　　　②市役所別館
③球磨地域振興局　　　④税務署
⑤裁判所　　　　　　　⑥保健所
⑦勤労青少年ホーム　　⑧保健センター
⑨総合福祉センター
⑩郷義館跡・城内茶屋さん下駐車場
※②③からは会場までシャトルバスを運行し
　ます。

市農業振興課
　（☎２２－２１１１内線５１１１）
人吉商工会議所
　（☎２３－３１０１）
ＪＡくま下球磨営農センター
　（☎２８－３０６０）

ステージプログラム

会場内の催し物

駐車場

問合せ

農産物品評会・販売
ＪＡコーナー  
物産・食コーナー
展示・バザーコーナー
北海道小樽市物産展
静岡県牧之原市物産展
共同募金コーナー
苗木配付（オトメツバキ）
※緑化募金をいただいた方
パンジー苗無料配付
人力車乗車無料体験
地域産業・ロボットコーナー
チェーンソーアート実演　など

９日（土）

10日（日）


